
 

 
●６月８日（日）自然観察、フキ採り 

 蔵王連峰の残雪を見ながら到着。小屋周りにはクリンソウやゼンテイカ(ニッコウキスゲ)が咲き初めていた。森で

は鳥の声が頻りに聞こえ、植林木の新葉が太陽を遮っている。植林以前のススキの原野は何処へやら、森は倒木

更新が繰り返される程になった。その倒木はチエンソウで切断・整理され、森が綺麗に維持されている。いつもあり

がとうございます。 

 ミーティング後、散策を兼ねて植物探索に行く。サカネランは見つかったが、肝心のタンザワサカネラン(丹沢逆根

蘭)が見つからない。確か去年はここら辺にあったのだがと言うと、生きるために必要な栄養を光合成ではなく共生

する菌に依存するので、去年出たから必ずまたここに出るというものではないらしい。となると、消滅ということも。

不安になる。まだ時季が早いのかもしれないと、後日に期待することとした。 

 気になることが、もう一つ。根元付近の枯れ葉の上に落ちていた白い卵、１個。木の上に巣らしきものはない。先

日の強風で巣ごと飛ばされたのか。キジバトの卵かなぁ？？、厳しい自然の現実を見せられたような。 

 昼ご飯、食べ終わりました。おやつも頂きました。フキを採りに行きましょう。動物観察カメラ設定班も忘れずに出

発。それぞれに春の名残りを楽しみ、それぞれに帰宅した。  参加者：１２名 

   
植林地散策 サカネラン、何の卵？ ベニバナイチヤクソウ、ゼンテイカ 

 

●６月２２日(日) 海岸林の看板製作、自然観察、フキ採り 

 途中「キンコンカンコン」とスマホが騒ぐ。駐車場に入り確認、「こちら蔵王町です。本日午前８時 30分、台風接近

に伴う災害が・・警戒レベル４避難指示発令」と。空を見上げながら「訓練」だと再確認する。 

 今日は看板製作ということだが、作成していた予備の看板を使用することにして、杭の作成にリスの森に行く。何

故って、そこに杭になりそうな丸太があるから。ま、ツリーハウスの予備材と言うところか。今どきは杭を作るにも鋸

や鉈などは使わないようで、チエンソウであっという間に２本出来てしまった。 

 残りの時間どうするのかな、リスの森散策に。クマが食べられる程にウワミズザクラの実はまだ熟していない様

だ。ちょっと寄り道してフキ採り。そして元のブナ林に入る。クマの爪痕を残したブナの大木の先にモミジなどの大木
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が林立して青空へ突き抜けている。植林地もその内こうなるんだろうかとワクワクする。一方、地面には寿命が尽き

たであろう大木が２本横たわっていた。これも自然の摂理である。 

 作業小屋に戻り、昼ご飯にし、午後は彩遊の森を散策。撮影対象のクワの木にクマが登った形跡があった。気に

なっていたタンザワサカネランは見つからない。ヒトツボクロを見つけ、気を静める。 参加者：５名 

 次会 7月 13日(日)は、仙台市荒浜海岸公園センターハウス 10時集合です。お間違いないように！！ 

   
.リスの森、杭作り 倒木、ブナ サルナシ、キンモンガ、ヒトツボクロ 

 

■今後の活動について 

【荒浜海岸林】 日時：7月 13日（日）10：00 （終了） 

場所：海岸公園センターハウス前 

内容：草刈り、クズの処理、不条枝切り、看板立て、定点撮影 

 【例会】 日時：7月 27日（日）10：00  

場所：作業小屋 

内容：自然観察 

 【例会】 日時：8月 10日（日）10：00  

場所：作業小屋 

内容：自然観察 

【荒浜海岸林】 日時：8月 24日（日）10：00  

場所：海岸公園センターハウス前 

内容：草刈り、クズの処理、不条枝切り、定点撮影 


